
定期報酬 都度報酬 報酬なし

常勤 1 0 0 0 0 常勤 0

非常勤 17 1 0 0 1
再任用(※1)

常時勤務 0

常勤 0 0 0 0 0
再任用(※1)

短時間勤務 0

非常勤 2 1 0 0 0 非常勤 0

17 0 0 1
臨時

雇用員

0 0 0 0 0 0

※1　再任用職員とは、団体の定年年齢以降における最初の3月31日を超えて雇用されている職員をいう。

※2　65歳に達した日以降における最初の3月31日を超えて雇用されている役員数又は職員数。

代表者職・氏名

①本市出資金（本市の出資割合）

②本市出捐金（本市の出捐割合）

昭和55年9月8日

0円

所在地

設立年月日

令和８年度外郭団体活動状況評価シート　No.1

団体名 公益社団法人吹田市シルバー人材センター

所管部室（課）名

福祉部　高齢福祉室

吹田市千里山松が丘26番23号

【令和８年３月31日時点】

設立
目的

定年退職者等の希望に応じた臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務への就業の機会を確保し、組
織的に提供することなどにより、その就業を援助して、生きがいの充実、社会参加の促進を図ることによ
り、これらの者の能力を生かした活力ある地域社会づくりに寄与することを目的とする。

事業
内容

高年齢者の就業等を推進することにより、高年齢者の
生きがいの充実と福祉の増進を図るとともに活力ある
地域社会づくりに寄与する事業

（具体的な事業内容）

1　就業確保提供事業
2　職業紹介事業
3　労働者派遣事業
4　研修・講習会事業
5　社会参加推進事業　など

基本財産

理事長　青木　博久

円（　　％）

円（ 　 ％）

0

0

65歳以上の役員数(※2)
(人)

5

評議員
（人）

65歳以上の職員数
(※2)

1

合計（元市職員以外も含む。）

役員数
（人）

理事
（取締役）

職員数
（人）

8

3

監事
（監査役）

該当　　・　非該当

該当　　・　非該当

 元市職員に対する報酬や給与水準が、本市制度の水準を上回る。（い
ずれかに○）

　　　　　　　　　　　 【該当する場合のみ記載】内容

 元市職員に対して退職金を支給している。（いずれかに○）

合計（市職員及び元市職員以外も含む。）

うち市職員

うち元市職員

うち元市職員

　　　　　　　　　　　 【該当する場合のみ記載】内容



　　　

　　

その他

計

16,329,000

392,653,111

79,564,075

センターの円滑な事業運営のために必要な人件費、事
業の目的達成に必要な基本運営費。

総合的自転車対策業務

その他　34件

計

貸付金残高

債務保証残高

損失補償残高

出資金（出捐金）

534,204,031

主な内容、算出根拠等

147,500,870

補助金

委託料

指定管理料

その他

　　当期損益

　　経常損益
(うち

　一般正味財産)
-344,616 

-106,617 

20,497,400 公園等清掃業務

児童会館･児童センター安全対策業務25,160,445

(うち
　市受入金)

　　総収入 308,564,793

161,063,923

8,573,188

147,500,870

1,010,781,297

534,204,031

476,577,266

1,010,887,914

(その他)

　　総費用

(うち
　有利子負債)

　　正味財産合計

　　負債の部合計

　　資産の部合計

市
か
ら
団
体
へ
の
支
出
（
円
）

フ
ロ
ー

ス
ト
ッ
ク

団体名 公益社団法人吹田市シルバー人材センター

所管部室（課）名

福祉部　高齢福祉室

財
務
状
況
（
円
）

損
益
計
算
書

貸
借
対
照
表

令和８年度外郭団体活動状況評価シート　No.2
【令和７年度決算】



　　　　【評価対象期間：令和７年4月1日から令和８年3月31日まで】

１　団体による評価
（１） 運営に関する評価

指針の項目 評価

◎

◎

△

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

◎

◎

△

◎

◎

情報公開

団体の経営状況、事業計画を公開している。
　情報公開は主にホームページを利用して
発信（毎年6月末頃更新）を行っている。ま
た、会員対象に事務局だよりを年に3回、就
業の案内を年に6回発行して全会員に郵送
すると同時に、ホームページにも掲載する。
入会説明会時には最新の就業案内を参加
者に渡して希望者を募る。
　センターの普及活動として、刊行物の発
行・配布も行い、多様な方法で情報提供を
行っている。
 各種会議の開催日や議事内容などの開催
状況を事業報告書に含めているが、詳細な
会議録等の公開は行っていない。

団体の役員名簿、会議録等を公開している。

ホームページをはじめとする多様な手段で情報提供を
行っている。

個人情報保護に関する措置を適正に講じている。

事業運営

事業の必要性や意義を見直しつつ、効果的、効率的な事
業運営を行っている。

　センターの設立目的に沿って高
年齢者の就業ニーズに対応できる
よう事業内容を適宜見直してい
る。事業を継続的に点検し、市民ニーズに沿ったものとして

いる。

財務管理

中・長期的な経営計画を策定している。 収支相償の規定により剰余金の自
主財源としての積立が制限され、
財産の管理運用については定期預
金が中心であり、積極的な管理運
用は行えず、発注者からの入金が
遅くなれば補助金が入金される毎
年7月頃には配分金の支払いのた
め短期借り入れ金に頼らざるを得
ない。
　会計処理については公認会計士
事務所の定期点検を4回受け、監
事2名による監査を年に2回受けて
いる。

自主財源の確保に努めている。

各種経費を可能な限り抑制している。

最も確実かつ有利な方法で財産の管理運用を行ってい
る。

外部の専門家による監査を活用するなど監査体制の強
化に努めている。

評価項目 評価の理由

組織及び
人事管理

組織や、事務処理に関する規程等を適切に整備してい
る。

  執行体制は会員理事１６名、事務局
長兼常務理事１名、会員監事１名と市
選出理事及び監事が各１名の計２０名
である。
  会員数１,９６９名に対して１６名の職員
構成であり、概ね会員１２３名に対して1
名の職員となる。
  コンプライアンスに関する取組は、吹
田市のコンプライアンス制度(平成21
年4月～)に準じている。これまでの活
動状況としては公益内部通報及び不
当要求行為に該当する事案はない。法
人独自の規程は未設置。
  役員の報酬は「定款第28条」及び「役
員の報酬等及び費用に関する規程」に
基づき理事長（週3日勤務）が月額10
万円、他の役員（会員）は無報酬とし会
議出席につき1回2,000円を上限とし
て、費用弁償のみを支払っている。職
員の給与は市の職員を下回る。
  職員研修は大シ協をはじめ大阪北部
ブロック10センターと当センター独自
で研修を行っている。

団体の事業規模に応じた簡素で効率的な執行体制とし
ている。

団体の事業規模や経営状況に応じた役員数及び職員数
としている。

採用における公正性・透明性を確保している。

団体の経営状況に応じた役員報酬や職員給与としてい
る。

職員研修の充実に努めている。

コンプライアンス関係規程・必要な体制の整備、ハラスメ
ントを防止するための措置を講じるなど、組織の体制強
化に取り組んでいる。

令和８年度外郭団体活動状況評価シート　No.3

団体名 公益社団法人吹田市シルバー人材センター
所管部室（課）名

福祉部　高齢福祉室

◎→できている ○→概ねできている
△→一部できている ×→できていない



　　　　【評価対象期間：令和７年4月1日から令和８年3月31日まで】

２８回 29回

2,020人 1,962人

①1069ヶ所
②583ヶ所

①1,069ヶ所
②583ヶ所

①1,023,000,000円
②156,000,000円

①938,631,412円
②231,415,465円

12回 5回

①請負　1,601人
②派遣　296人

①請負　1,496人
②派遣　311人

（３） 今後の取組方針　　　※（１）において◎以外とした事項、課題となっている事項について重点的に記載

  上部団体の大阪府シルバー人材センター協議会や北部ブロックシルバー人材センターと連携し、コンプライアンス関係規程・必
要な体制の整備など、ハラスメント防止に関する情報などを収集し、組織の体制強化に取り組むべく準備を進めている。
  情報公開については、当センターの情報公開規程に基づき適正に処理を行っている。また、ホームページ上では定款、役員名
簿、前年度の事業報告書及び決算書、当年度の事業計画書及び予算書を公開している。各種会議の開催日や議事内容などの
開催状況を事業報告書に含めているが、詳細な会議録等の公開は行っていない。より適正な情報公開のあり方について、引き続
き検討を進めていく。
  現在、継続的に受注している現場において、体調不良や年齢の高齢化により、就業が出来ない現場が増加している。その際に
欠員を補填する必要があるが、補填できない場合は受注数減少に繋がる。また、さらなる高齢者の就業機会促進のため、より幅
広い利用者ニーズに対応できる体制の整備が必要である。そのため、研修を始めとする会員の技術向上、幅広い技能や知識を
持つ会員の増加を図ることが必要である。

　 イ　指標で示すのが困難な場合

事業名 活動内容 成果内容

就業相談会開催数 10回

就業実人数
①請負　1,505人
②派遣　336人

シルバー人材センター事
業

①就業開拓員訪問数
②家事援助コーディネーター訪問数

①826ヶ所
②542ヶ所

①契約金額（請負）
②契約金額（派遣）

①951,381,597円
②260,125,439円

（参考）
令和6年度実績成果指標

入会説明会開催数 ３１回

会員数 １，９６９人

（２） 事業に関する評価
　　ア　指標による評価

事業名
活動指標

令和7年度目標 令和7年度実績

令和８年度外郭団体活動状況評価シート　No.4

団体名 公益社団法人吹田市シルバー人材センター
所管部室（課）名

福祉部　高齢福祉室



　　　　【評価対象期間：令和７年4月1日から令和８年3月31日まで】

２　市による評価
（１） 団体の運営に関する評価

事項 評価

◎

◎

◎

◎

（３） 市の関与に関する今後の方向性

  当該団体は、高齢者の就業機会の確保、就業の援助によって生きがいの充実、社会参加の促進を図り、活力ある地域社会づく
りに繋げている。第9期吹田健やか年輪プランにおける施策の方向の一つである「高齢者の地域活動や社会参加の促進」に当該
団体の事業が合致しているため、今後も市からの支援を継続する。
　運営についても、意思決定機関の一つである理事会に引き続き福祉部長が参画し、より高い事業効果を発揮できるよう連携し
ていきたい。

事業実施主体
としての妥当性

市が直営で行うよりも効果的かつ効率的にサービスを提
供している。

　団体独自で会員の技術向上研修を
行っており、就業機会の拡大とともに
高齢者自身の生きがい促進に寄与して
いる。さらに、当該団体の一事業とし
て、ボランティア活動（駅周辺の清掃）
等の地域貢献活動も行っている。多くの市民の理解が得られる活動を行っている。

（２） 団体の自己評価に対する市の見解

　精力的に会員確保の活動に取り組んでいたが、会員数が目標値を下回った。昨年度に引き続き、感染症対策を講じながらイベ
ントへの参加や市役所市民室待合い場所モニター広告、吹田市コミュニティバスへの広告掲示など、積極的にセンターの普及活
動を続けていた。
　事業運営については、設立目的に沿って適正に実施できているが、市民ニーズに合った就業機会の拡大や事業実施を引き続
き実施されたい。
　財政面については、公益社団法人のため内部留保ができず、配分金の支払いに苦戦しているが、短期借入金を使用するなど、
条件下で可能な限りの対応を行っている。
　また、団体の活動状況等をホームページや団体の情報誌で広く周知し、情報公開にも努めているが、会議録等が公開されてい
ない状況であるため、経営の透明化の観点から改善されたい。

評価項目 評価の理由

団体の存在意義

市民福祉の向上に資する事業を行っている。
　事業の実施により、生きがいの充実、
社会参加の促進を行っている。また、
当該団体の事業は第9期吹田健やか
年輪プランの施策の方針と合致してお
り、事業の効果を上げることで、市の施
策の推進に貢献している。

事業の成果が市の施策の推進に貢献している。

令和８年度外郭団体活動状況評価シート　No.5

団体名 公益社団法人吹田市シルバー人材センター

所管部室（課）名

福祉部　高齢福祉室

◎→できている ○→概ねできている
△→一部できている ×→できていない


